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Ⅰ) 日本語の促音｢ﾂ｣ vs. 声門閉鎖音（glottal stop） 





























短母音につづく①無声破裂(－英語では閉鎖音に属するー) /p, t, k/及び有声の/b, d, g/ 
②無声破擦の/ts, tʃ/, ③無声摩擦の/s, ʃ/ 等の阻害音(obstruent)の前に現れ、重子音
化され促音が生じる。 なお、 sapporo (さっぽろ)、gatten (ガッテン/合点), ikki (一
気) ikkan (イッカン/一貫)、ittsu (一通)、gattʃi (合致),/ kassai (カッサイ/喝采, 











(1)破裂音（plosive）/p, t, k/ 破擦 /ʧ, ts/ 破擦 /ʃ, s/ の前 
キャップ cap、キット kit, キック kick、キャッチ catch キャッツ cats 
キャッシュ cash                            
2) 有声破裂 /d, g, ʤ/ の前、（但し有声子音/b/ /z/の前で生起しない） 
ベッド bed, バッグ bag, バッジ badge ... 
3)子音の連続の前 
/ks/ シックス six /pl/ アップル apple /kl/ タックル tackleｓ... 
4)子音連続の前 






うに閉鎖音は声ではなく音であるので、学習者は apple, cap, back 等の発音に際し、
原語に無い促音挿入をすれば、発話しているのは「英語ではなく外来語のカナ表記」で
あることを常に意識する必要がある。    
 







apple [æpəl] や million [mɪljən]のように音節構成子音/l, m, n/の前に生じる[ə]は、
曖昧母音(obscure vowel) と呼ばれ、唇や舌、顎等の音声器官は弛緩し、口はほんのわ
ずか開く短母音であるが、強勢のない音節にしか現れない。この様に調音上、渡り音と
して schwa/ ə/が使われることがある。 語末では banana [bə næn ə]のように開音節で
終わり鼻音の影響を受け長めに発音する。この schwa /ə/の頻出状況に関する Gimson 
(19803rd, p.149)の記述によると、D.B.Fry  が実施したＲＰ口語英語における母音類の
頻出調査結果では、「使用母音頻度の総計 39.21％の内 schwa/ ə/が 10.74%, つまり母音
全体の 27.4%」に上るとのことである。                               
 
[l]の発音は語頭や強勢のある母音、半母音[j]に伴われる場合は、luck [lʌk], million 
[mɪljən]のように明るい[l] (clear l)で発音される。一方、語末 pull [pʊl]や他の子音に伴
われる build [bɪld]や母音間 people [pi:pəl]の[l]は、後舌が軟口蓋の方向へと持ち上げら
れ[ʊ]（upsilion）や [ɔ] のような音色を帯び、暗い[ɬ ] (dark l )で発音される。つまり、
軟口蓋化(velarization)である。佐藤(1997, p.116)は、例として「milk, call, always」
を挙げている。 
 
なお、学習者は「ウ」の発音に関し、pool, group 等の舌の緊張 (tense) を伴う /u:/
とは異なり、put, pull, full, look, good 等では舌が弛緩(lax)する/ʊ/(upsilion)との相違
を認識しなければならない。 
 
一般米語の暗い/l/ の本質は、後舌円唇広母音[ɔ]に最も近い (南條, 1996) 。なお、一
般米語の暗い/l/は口蓋垂化 (uvularization) である (Messa and Collins,1992, p.99)。 
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さらに、Delattre (1965, p.102) , Gick (1999, p.44), Gick et al.(2002, pp.360-370)は、
暗い l の咽頭（pharynx)の形状も、母音の中では[ɔ]に最も近いと述べている。したが
って、暗い l の響きは、日本語の「ウ」よりも、むしろ「オ」に近いと言うべきであろ
う。また、Journal of the International Phonetic Association (1995)25:1,25）が、暗
い l は軟口蓋化と記述されるが、「多くの話者においては咽頭化であることが多い」と
述べており、今後、我が国の英語音声学のテキストの記述もこの方向で改訂されるべき
であろう。                                       南條 (2004, p.29) 
                                            
暗い[l] (dark l )は二重調音(double articulation)の音とも称されるように、調音の 
位置が二か所ある。舌先が歯茎に付くだけでなく、後舌面(back)が軟口蓋(soft palate)
の方に引き上げられた結果、同じく後舌で後舌の母音の響き（「ウ」と「オ」に近い音）
を持つ。field [fi:əld], feel [fi:əl] の/i: /の様に dark l に舌が移行する際に、渡り音として
schwa/ ə/が入るのは調音から捉えても自然なことである。 
 
Wells(19821. P.487) は、狭母音 (close)/i,u/ ( 注 ) 及び上向き二重母音 (closing 






口の開き方から閉母音とも呼ぶ。) つまり、hot,や father の母音[ɒ ]と[ɑ]では下顎を下げ、口を大きく縦に
開けて発音するのに対して、母音[i]と[u]では半ば閉じて発音する閉母音（close vowel）」（注は筆者による） 
    
        This is particularly noticeable with /i/ and /u/, as in feel [fiəɬ], rule 
[ruəɬ]. There may be the auditory impression of an intrusive 
semivowel; and words of this kind may optionally be disyllable: [fijəɬ] 
[ruwəɬ].  
Some speakers have the same kind of thing with /ei and /o/, as in fail 






 前述のように apple [æpəl]では /p/と/l/の間の schwa (曖昧母音)と呼ばれる/ə/が渡
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り音として語末の流音 (l, r) や鼻音 (m, n) 等の共鳴音（sonorant）に後続され、/ə/
＋/ｌ,n/の環境において、/ə/が脱落、残された子音 / l, n /が母音化（オ）することで
音節を形成する。このように音節を構成する子音を syllabic consonant、または、「成
節子音」や「音節主音的子音」という。暗い[l] (dark l )は、精密表記では補助記号
として中央に波線を入れた[ɬ]を使うことで、一見して明るい[l] (clear l )との区別
を明確にさせている。次の、/ə/＋/l/の環境では/ə/が脱落、語末部が聴覚的に’ｵ’の
ように聞こえる。但し、/ə/＋/n/の環境では、sudden [ sʌdən ] 
  語末が-pl の場合 ; apple [æ pə l ], people [ pi:pəl ],  
bottle [ bɑ:tə ɬ ]  table [ teɪb ə ɬ ],  little [ l ɪtə ɬ ], wheel [ (h)wi: ə ɬ ]   
                            
また、[e]及び[æ]の後にダーク[ɬ] が伴う音声環境では、1 行目[ɬ]の米発音は聴覚的に
高舌母音の「ｳ」よりも「オ」のように聞こえる。但し、英音では「ｳ」である。[l] は
米音では常に dark [ɬ]で発音する人が多いが、英音では母音の後のみを dark [ɬ]を使




 [ɬ]：bell [be ɬ],  fell [fe ɬ],  tell [te ɬ],  sell [se ɬ],；mal [mæ ɬ], pal [pæ ɬ],  sal [sæ ɬ],  








[l] before a consonant or word-finally is replaced by a kind of 















Ⅲ)  apple [æpl] の æ [æ]について 
 
市河・松浪（1986５, p.2）は æ を[æʃ]と呼び、例として æfter  ‘after’,  fæder  
‘father’を挙げている。古英語に引き継がれた時代を背景とした呼び名として æ を
Anglo-Saxon  (A) とも呼ぶ。ash (A) [æʃ] (Daniel, 1917.p.23)は、ルーン文字（Runic 
alphabet）の<a>＋<e> の合字 (ligature)であり、身近な使用例として ÆSOP’S 
FABLES 、ÆＯＮ 等がある。この古英語成立について概観する。 
407年にローマ帝国の版図から離れたBritain島のケルト民族 (Celts) は部族間―
Picts, Scots, Britons―での争いが絶えない中、449年 Britons の要請により、ヨーロ
ッパ大陸からルーン文字（Runic alphabet）を使うゲルマン民族の Anglo-Saxons が渡
来。その約 100年後の 547年には Britonsを破り Anglo-Saxon Heptarchy (アングロサ
クソン７王国)を確立。Britain 島の呼名は、ゲルマン民族の代表として Angles を借用
した’Engla + land’から England に、更に言語名称も British から Engisċ(sċ =/ʃ/) 
―（ラテン語の anglicus から）―となった。さらに特筆すべきことは、アイルランド
から始まったキリスト教の伝来とともに、アイルランド語アルファベットを介してのラ
テン文字 (Latin alphabet) 習得により古英語が始まった。この古英語にはルーン文字
から①th/θ/を表すソーン（thorn）と呼ばれる þ と ②w/u/を表すウイン(wynn) と
呼ばれる の２種類と前述の③ash [æʃ]という言葉がアングロサクソン語に引き継がれ、
その基礎が７世紀後期までに築かれたことである。一方、Wessex 王の Alfred the 
Great(在位 871-899)は、ラテンの本を Anglos-Saxon 語に翻訳を命じたり、『アングロ
サクソン年代記』（The Anglo-Saxon Chronicle）を編纂した。当時は歴史的に急速な変
化の時代であり、787年には北欧のゲルマン民族―デーン人（Danes）の侵攻が始まり、
867 年にはヨークが陥落したが 878 年には勝利を収め、デーン人の治外法権を認める
Danelaw 地帯を設定したことによりアングロサクソン人とデーン人の共存・融合が始






れぞれ異なる。 apple の下線部[æ] に強勢がくる強母音（vs.弱母音）で常に子音
で終わる閉音節（closed syllable）で終わることから①抑止母音- checked vowel（i, e, æ, ɑ 
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(英 ɔ),u, ʌ）-（vs. 自由母音(free vowel)）と呼ぶ ②つ目は発話に際し調音器官の張りを伴
う長母音と短母音から構成されるグループを緊張母音- tense vowel (i:, u:, æ, e, ʌ, ə:r, ɑ, 
ɔ(:)）-（vs. 弛緩母音(lax)-（i, u, ə, ɛ ）-）と呼ぶ。 一方、学習者に分かりやすい米音
を基準とする Peter Ladefoged では、単純に母音の分布状況から観て③開音節に生じな
い母音（i, e, æ, u, ʌ）を緊張母音、その他を弛緩母音（lax）と分類している。しかし、





価が異なる。 Wells は[æ]が無声の破裂音(=閉鎖音) (cap, hat, back)と破擦音（= ʧ）(match) 
の前及び流音 l (pal, shallow ) の前では、通常の短母音である。 
一方、有声の閉鎖音 (cab, bad, rag ) 及び 破擦音＝ʤ (badge) や無声の摩擦音= f, Ө,s, ʃ 
(laugh, bath, grass, cash), もしくは鼻音 /m, n/（ham, man）の前では、（次例のように）
無声子音の前にある場合よりも長く、open-mid(半広母音)位置(つまり中舌（mid-central）
の高めの緊張母音（tense）である、と述べている。       Wells (1982,p.510) 
 




と接辞の観点から、sta bs, ma nly, gra ssy 及び阻害音（obstruent） が後続する ca mp, 




（Wells, 1920, p.130） 例、tap, cat, back, cab, mad, rag, branch, gaff, mass, dash, 
badge, have, jazz, mass, dash, ham, man, hang, shall, scalp, lamp, ant, hand, thank, 
lapse, tax, arrow, carriage, banner, abbey, tassel, cancel, panda,...; plaid.  
 
さらに、アメリカ英語では、/æ/の音質に変化が進行中である。例えば half の場合
である。Trager が示した音素/æ/について Wells は次のように述べている。 
                         
Wells は、Trager（1930）が明らかにした音素/æ/は音声的に長く、（舌やあご等の）
緊張度は強い(tense)が口構えは少し閉じ（open-mid)、強勢が付与され閉音節に生じる。
従って、[hɛəf], [heəf], [heaf] の[æ 上]は上向きの slightly closer であり、cab, bad, half, 
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例えば、ca b [kæ b],  ba d [bæ d], ma d [mæ d], ma n [mæ n]の æ の部分では緊張
（tense）を維持しながら、エプシロン/ɛ/の位置からカナ表記の｢ｴｱ｣を以て上述の cab, 
bad, half, halve, pass, lash, lamb, man, past. 等の発話練習を行うことで， /ɛə, eə /
が æ の代替に成りえる、と提案する。  






いる。例えば(以下は本文から一部抜粋) アからは①「エア」 i.e. / æ / ② 「アイ」 




  従来のカナ表記  近似カナ表記  ｻﾝｼｬｲﾝ英和辞典     提案 
 taxi      タクシー      テアクスイ    テアクスイ   t エア xイ 
fashion  ファッション     フェアシユン   ヴｴアシュンﾇ  ｆエｱ ʃəｎ 
lamb     ラム       ---          レアム     ｌエｱｍ 
badge   バッジ                ベアヂュ     b エｱ ʤ 
Canada カナダ              ケアナﾀﾞｱ    k エｱﾅｄｱ 
(Can-a-da) 
 












Ladefoged (19822, p.50)は声門閉鎖音[ ʔ]について、次のように定義している。 
Many people also pronounce a glottal stop in some words.  
A glottal stop is the sound (or to be more exact, the lack of sound) that  
occurs when the vocal cords are held tightly together. The symbol for it 
is [ʔ], which is similar to a question mark without the dot. Glottal stops  
occur whenever one coughs. You should be able to get the sensation of 
 the vocal cords being pressed together by making small coughing noise.   












また、Wells は、前述の Coggle (1993)の論文で「 [t] in various syllable-final 
environments is replaced by the glottal stop,[ ʔ], thus [geʔɒf] get off, [stɒpiʔ] stop 
it.」                         Wells(2005, pp.78-79）        
 つまり、[t] が多様な音節内及び音節の最後にあれば[ ʔ]（声門閉鎖音）が代替する。  
 
 以下に声門閉鎖音に係る Givson の見解を(1)~(3)に例示する。      
  (1) Glottal reinforcement of final /p,t,k/[...] in such words as shop, shot shock. 
Reinforcement of final fortis plosives ―[...]word final /p,t,k/and also /tʃ/ may be 
reinforced by a glottal closure   (19702, p.157 p.168) 
RP speakers may occasionally be heard to use [ʔ] for the [t]element of final /tʃ/, 










る。            
 cap[kæʔp],  kick[kɪʔk],  [hɪʔt],  catch[kæʔtʃ] ＊bag [bæ ﾂｇ]vs. [bæ ｇ]：[bæ k] 
 
(2)Thus a hiatus of vowels belonging to different syllables (especially when the 
second vowel is accented ),may in careful speech be separated by instead of being 





(例) co-operate, geometry, reaction はそれぞれ 
 [kəʊʔɒpəreIt,  dʒI’ʔɒmətrI,  rI’ʔækʃn ]と発音される。 (19702nd, p.168) 
 
                                                       
(3) 語中、語尾の/p,t,k/の後に子音が続く場合、それらの異音として用いられる 
この現象は特に glottal replacement といわれる。直後に表れる子音は「同器官的子
音」(homorganic ;/d, ts, dz, l, n/等のわたり音と呼ばれる鼻音、流音である。この場合
も(1)と同様、/t/音が顕著となる。 
 
(例) at last  [əʔlæst /[əʔlɑ:st]   breakfast [breʔfəst] 田邉（2005２, p.100-101） 







is a lot of it about.”は、there is a lo’ i’ abou’.のように聞こえます。                                                                                            





上記の/t/は有声の弾き音（a short /d/） になり、There is a lod of id abouʔ. と発音
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される。」と、述べる。                                     （2006, p.50） 
 
Ⅴ) 長さの定量(duration quantum) 
 
In accented syllables, the so-called long vowel are fully long when they 
are final or in a syllable closed by a lenis consonant, but they are 
considerably shortened when they occur in a syllable closed by a fortis 
consonant. Thus :-/i:/ in beat is only about half as long as the /i: of bee or bead 
and may, in fact, be of approximately the same length(duration) as the /ɪ/ 
vowel of bid:[...]This is true of /u:/...                                 




わると(ex. bat)母音の長さはかなり短くなる。従って beatの/i:/は、 beeや bead の/i:/




例えば（英音）、 dog [dɒg] 「ド-グ」 vs.  dot [dɒt] 「ドʔト」 
 
bee, bead, beat, bid      [bi:] [bi:d] [bit] [bɪd] 
         do,  food, boot, good   [du:] [fu:d] [but][gʊd] 















     ﾛﾝｸﾞﾏﾝ       ｻﾝｼｬｲﾝ       challenge ﾍﾞﾈｯｾ   JUNIOR CROWN 
couple  [kʌpəl ]｢ｶﾌﾟｵ｣   [kʌpl ] ｢ｶﾌﾟｳ｣    [kʌpl ]｢ｶﾌﾟﾙ｣       [ kʌpl ] ｢ｶﾌﾟﾙ｣ 
apple  [æpəl ]｢アポｵ｣    [æpl [エｱプｳ]    [æpl ]「あープる」  [æpl ]「アプる」 
dodge  [dɑ:dӡ] 「ﾀﾞｰｼﾞ」 [dɑdӡ]｢ﾀﾞﾁﾞﾕ｣   [dɑdӡ] ｢ﾀﾞﾂﾁﾞ｣    [dɑdӡ]  ｢ﾀﾞﾁﾞ｣ 
bat    [bætl   ｢ﾍﾞｴｱｔ｣ [bætl  ｢ﾍﾞｴｱﾄ｣   [bætl  ｢ﾊﾞアｰｯﾄ｣   [bætl  ｢ﾊﾞﾄ｣ 
bag   [bægl  「ﾍﾞｴｱ-g」 [bægl「ﾍﾞｱ-ｸﾞ」   [bægl ｢ﾊﾞアｰｯｸﾞ｣   [bægl ｢ﾊﾞｸﾞ｣ 
cap   [kæpl   ｢ｹｴｱ p｣  [kæpl ｢ｹｱﾌﾟ｣     [kæpl  ｢ｷや-ﾂﾌﾟ｣   [kæpl  ｢ｷﾔﾂﾌﾟ｣ 
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